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例年、夏休みが終わると１週間ぐらい残暑となり、暑い中で汗をかきながらの勉強が始まる
という印象がありますが、今年は、涼しい中でのスタートとなりました。
子どもたちは、大きな病気や事故もなく、どの子どもも日焼けして元気な姿を見せてくれま

した。夏休み中には、プールの開場日に午前・午後ともに全部（１９回）来たという子どもや
２５ｍ泳げるようになったことを教えてくれた子どももいました。また、部活動も暑さに負け
ず行われ、野球部は新人大会（南郷野球場）、サッカー部はサマーフェスタ（海上自衛隊）、
バレーボール部は七夕カップ（三沢市）にそれぞれ参加して成果を収めました。卓球部は、９
月５日の県大会（東運動公園）に出場するため猛練習をしました。
さらに、「南部藩ゆかりの都市との交流事業」に今年は６年生の

濱口莉乃さんが学校と市を代表して参加し、７月２７日から３日
間は遠野市と紫波町へ行き、８月の三社大祭には両市町の子ども
たちをお迎えして交流を深めました。また、８月６日に八戸市総
合教育センターで行われた市内の小学生による「いじめ防止対話
集会」には、５年生の工藤大彰くんと橋本樹くんが代表で参加し
ました。右の感想をご覧ください。

月 火 水 木 金 土 日

９／１ ２ ３ ４ ５ ６
三八教育 全校朝会 クラブ活動 午前授業 卓球県大会
事務所長 （陸上壮行式） 出場（東運

来校 ◇職員研修 動公園）

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３
午前授業 全校朝会 クラブ活動
避難訓練② （プール収め）

◇職員会議

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０
こころの劇場 集金日 音楽朝会 体育発表会
鑑賞(６年生) ふれあいタイム (低中高学年別) 前期終業式
パワーアップ 委員会活動
テスト（算） ◇職員研修

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

敬老の日 国民の休日 秋分の日 後期始業式

２８ ２９ ３０ １０／１ ２ ３ ４
振替休業日 動物ふれあい 午前授業 清掃班長会議 後期の清掃班

教室(1年) クラブ活動 組織
人権教室(2年) ◇教育研究会 (後期組織)

参観日

バザー

陸上記録会
(東運動公園)

町畑地区

敬老会

第二桜ヶ丘

敬老会

町畑地区

運動会

児童会の生活委員
会が校門前であいさ
つ運動をしています。
６年生の石橋沙希さん中心に「町小あいさつ・さいこう！」
をスローガンに毎朝当番を決めてがんばっていきます。

５年１組 橋本 樹（右）
ぼくはとてもきんちょうしました。
それでも小グループで「仲間はずれ
をしたらどうなるか」という話し合
いで、「自分の信らいを失うと思う。」
と発表しました。
ぼくは友だちの信らいを失いたく

ないので、友だちにやさしく声をか
けたり、仲間はずれをしたりしない
ようにします。

５年２組 工藤大彰（左）
ぼくは、「鬼ごっこに入れてもらえ

ず仲間はずれみたいになっている子
と、一緒に行って二人でたのんだら
入れてもらえた。」という経験を発表
しました。ガチガチにきんちょうし
ましたが、そのあと話が進んでほっ
としました。
ぼくはこの集会に参加して、あら

ためて「いじめは絶対だめ」と思い
ました。周りでそんなことが起きた
ら止めるようにします。

生徒指導部だより「なかま」でお願
いしている自転車のヘルメット着用です
が、７月に町畑小学校の子どもたちの実
態調査をしました。その結果が、左図の
とおりです。
(財)交通事故総合分析センターは、自

転車事故で軽傷の場合は腕や足が多い
が、死亡事故の場合は頭部の損傷がほと
んどだと発表しています。
本校では、４年生の着用率が大変高く、

町内できちんとかぶって乗っている姿を
見かけます。ぜひ４年生をお手本に自転
車に乗るときは必ず着用するようにご協
力お願いします。

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

自転車に乗っている 63% 67% 79% 86% 91% 67%

ヘルメットを持っている 19% 39% 32% 78% 27% 16%

ヘルメットをしている 19% 31% 26% 75% 7% 7%
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「南部藩ゆかりの都市との交流事業」に参加して
６年２組 濱口莉乃

私が一番心に残っているのは、
２泊３日で行った遠野市と紫波町
での交流活動です。紫波町でのそ
ば打ち体験では、ラ・フランス館
の方々が、初めてで少し不安な私
たちに、やさしくていねいに作り
方やコツを教えてくださいまし
た。おかげでとても楽しく作るこ

とができ、おいしく仕上がりました。
八戸藩志和代官所跡に到着したとき、地域の皆さ

んが日本の旗をいっせいにふって歓迎してください
ました。この日はとても暑かったのに、私たちをず
っと待っていてくださったそうです。活動が終わっ
て出発するときも、バスが見えなくなるまで旗をふ
って見送ってくださいました。それを見て私は、と
ても胸が熱くなりました。
遠野市では、伝承園で語り部のおばあさんから遠

野の昔話を聞きました。遠野の方言でのお話は、昔
にもどって自分のおばあちゃんから話を聞いている
ように感じました。
この交流事業で体験したことは、見るもの聞くも

のすべてが初めてのことでした。友だちもたくさん
できました。一生忘れられない思い出となりました。


